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１ はじめに  

 長野県の中央に位置する諏訪湖は平均水深 4.7m の浅い湖沼ではあるが、夏期には温度

成層が形成され、底層では貧酸素状態が生じている。さらに、冬期の凍結現象である御神

渡りが 8 年連続で起こらなかった等、温暖化の影響を確実に受けていると考えられる。  

 長野県と信州大学は 2000 年から諏訪湖において継続的に水温や溶存酸素濃度の連続測

定を実施してきた。これらの長期観測データに基づき、貧酸素水塊の形成メカニズムや成

層の継続期間に関わる要因について検討した。  

 

２ 方法  

 夏期に諏訪湖の湖心の水面へ浮標を浮かべて測定機

器を係留した（図 1）。測定時間間隔は 10 分（観測年に

よっては 1 時間）とした。2000 年～2007 年は、（株）テ

ィアンドディ製おんどとり Jr.TR-52 を使用し、水深

0.5m、2m、5m の水温を測定した。2017 年～2024 年は

HOBO 社製溶存酸素濃度データロガーU26-001（蛍光式）

を使用し、水深 0.5m、3m、5m（年によって 1.5m、4m

含む。）の溶存酸素濃度（DO）と水温を測定した。  

 以下の文中においては、測定水深 0.5m を「表層」、測

定水深 5m を「底層」とした。  

 諏訪湖は、日中に一時的に温度成層が形成された後  

に、夜間から明け方にかけて温度成層が解消すること  

がある（図 2）。そのため、温度成層が出現したという  

条件だけでは温度成層の開始日とは言い難いため、成層状態が一日中継続した場合に「温

度成層が継続」とみなした。本報告では、表層と底層の密度差が特定の値を一日中上回る

場合に、「密度差が継続（温度成層が継続）」として扱った。各層の密度は、既報告 1) に

基づいて計算した。  

 

３ 結果と考察  

 3.1 水温と成層 

 水温の測定結果の一例を示す（図 2、図 3、図 4）。  

 表層と底層の密度差が継続した状態の開始日、終了日を示す（図 5）。一日を通して密度

差 0.4 kg/m3、0.6 kg/m3、1.0 kg/m3が継続した日の開始日は、観測期間において早期化傾向

を示した。また一日を通して密度差 0.4 kg/m3、0.6 kg/m3、1.0 kg/m3であった日の終了日は、

観測期間において晩期化傾向を示した。全体として、表層と底層の間に密度差が生じてい

る期間（温度成層を生じている期間）は徐々に延びているといえる。 

図 1 測定地点（諏訪湖） 
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 気象庁諏訪特別地域気象観測所の 5－10 月の平均気温の経年変化を見ると 3)（図 6）、

2000 年から 2024 年の間に約 0.9℃上昇していた。また、温暖化により世界的に湖沼の成

層開始が早期化、成層終了が晩期化すると予測されている 2)。したがって、諏訪湖におい

て温度成層の期間が長期化しつつあるのは、温暖化の影響だと思われる。  

3.2 溶存酸素濃度 DO 

 溶存酸素濃度の測定結果の一例を示す（図 7、図 8）。表層の DO は水温の高くなる 12

時から 15 時頃に上昇し、夕方から朝 6 時頃に低下することがある（図 7）。日中は水温の

上昇とともに植物プランクトンによる光合成による酸素の供給が増え、夕方から朝にかけ

ては植物プランクトンの呼吸による酸素消費の他に温度成層が弱まり底層へ酸素が移動し

たことにより溶存酸素濃度が低下していると考えられる。また、底層の DO は、日中は温

度成層の影響で低下しているが、夜間は温度成層が弱まり表層から酸素が移動してくるた

めに溶存酸素濃度が上昇していると考えられる。溶存酸素濃度の日平均値が貧酸素状態の

目安 3mg/L を下回った日数は 44 日～84 日と変動が大きく、経年変化は明確ではなかった

（図 9）。測定期間が 7 年と短く傾向が明確になっていない可能性があるため、今後も測

定を継続して実態把握に努める必要がある。  
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図 3 水温の経時変化（2005 年 日平均値） 

図 4 水温の経時変化（2018 年 日平均値） 

図 2 水温の経時変化(2018/8/7－8/13) 
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図 5 特定の密度差が終日継続した事象の開始日・終了日  

図 6 気象庁諏訪特別地域気象観測所における 5－10 月平均気温の経年変化  

図 8 DO の経時変化（2018 年 日平均値）  
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図 7 DO の経時変化（2018/8/7-8/13）  
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４ まとめ  

 2000 年から 2024 年にかけて表層及び底層の水温の連続測定を実施した。諏訪湖では温

度成層している期間が延びていた。これは温暖化の影響だと思われる。  

 2017 年から 2024 年にかけて表層及び底層の溶存酸素濃度の連続測定を実施した。底層

の溶存酸素濃度が 3mg/L を下回る状況については、明確な変化が見られなかった。  
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図 9 底層 DO の日平均値が 3mg/L を下回った日数の経年変化  


